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ることが可能であり，その生涯を前 620 年から 536 年ごろの間に設定することができ





した時期は，紀元前 165 年ごろとされる（ﾈﾗﾝ：1979, 13；ｸﾞﾙﾛ：1982, 342）．それは，








 二人の長老の誘惑 13,1－13,27 スザンナに対する長老たちの証言 13,28－13,43 ダ
ニエルの判決 13,44－13,64 
１．ダニエルとその仲間たち 
 バビロンでの教育 1,1－1,7 律法への忠誠 1,8－1,21 
２．巨像の夢 
 ネブカドネツァルと魔術師 2,1－2,13 ダニエル，神に祈る 2,14－2,23 ダニエル，
夢を解く 2,24－2,49 
３．炉に投げ込まれた 3 人 
 像を礼拝する命令 3,1－3,23 アザルヤと三人の若者の歌 3,24－3,90 ネブカドネツ
ァル，神を信じる 3,91－3,97 
４．ネブカドネツァル王の病 3,98－4,34 
 大きな木の夢 3,98－4,15 ダニエルの説明 4,16－4,24 ネブカドネツァルの病と回
復 4,25－4,34 
５．ベルシャツァルとバビロン滅亡 
 ベルシャツァル，宴を設ける 5,1－5,4 壁に文字を書く手 5,5－5,12 ダニエルの説
明 5,13－6,1 
６．獅子の洞窟のダニエル 
 ダニエル，告発される 6,2－6,10 獅子の穴のダニエル 6,11－6,18 陰謀者への罰
6,19－6,29 
７．4 頭の獣と人の子 




 雄羊と雄山羊の闘い 8,1－8,14 幻の説明 8,15－8,27 
９．70 週 
 ダニエルの祈り 9,1－9,19 み使いガブリエルの説明 9,20－9,27 
10．最後の大いなる幻【「君の幻」】 
 国々の天使 10,1－11,1 アレクサンドロス大王の後継者 11,2－11,39 神の民の救い
11,40－12,12 
（11．）ベルと竜 
 ダニエルとベルの祭司たち 14,1－14,22 ダニエル，竜を殺す 14,23－14,42 
 












ὁ ὢν εἰς τὸν κόλπον τοῦ πατρὸς ἐκεῖνος ἐξηγήσατο”）と訳される『ヨハネ福音書』
1,18 に関して，ここに神名の開示（“ὁ ὤν”）を読み込んだうえで，「父の懐に」（“εἰς 















































































































 Cum dicit Daniel de populo “et venit in conspectu domini”, non hoc dicit, quoniam 
vidit deum; hoc enim impossibile est, ut quisque non mundo corde videat deum ; sed 
hoc dicit, quia cuncta quaecumque faciebat populus, in conspectu erant dei et 
manifesta illi constabant; hoc est, quoniam nihil absconditum est a domino. In 
evangelio vero secundum Marcum interrogatus dominus a principe sacerdotum, si 
ipse esset »Christus filius dei benedicti«, respondens dixit: »ego sum, et videbitis filium 




























27 に触れ，同じく『ストロマテイス』1.21.146.5-147.2 において『ダニエル書』9,27 お
よび 8,13－14 また 12,11－12 を扱っており，それら以外にも『ダニエル書』および預
言者ダニエルへの言及が数カ所に認められる．だがそれらは本稿の射程とは関わりが
ないため，差し当たり論及を避けることにする． 









 『ダニエル書』第 7 章は，「人の子」という表現が旧約聖書中に見られる箇所とし
てよく知られている．この「人の子」という称号は，イエスが自身の呼称としたもの
である（ﾏﾀｲ 26,64；ﾏﾙｺ 14,62；ﾙｶ 22,69 ほか；ただしイエスは自らを『ダニエル書』
にある「人の子のような者」ではなく，「人の子」と称する）．この呼称は福音書の
中に約 80 回登場し，共観福音書には 69 回（ﾈﾗﾝ：1979，9），『ヨハネ福音書』では
13 回用いられている（後述）．したがって「人の子」は，旧約聖書と新約聖書とを繋
ぐ橋として非常に重要な意味を持つ．クレメンスのラテン語訳の中にも，『ダニエル














第 2 部（「黙示的部分」）を繋ぐ要因として「人の子」を挙げている（ｸﾙｰｾﾞ：1974, 
165）．この「人の子」は，第 1 部第 2 部双方において，多様な名で表現されているも
のの，それらはいずれもこの「雲に乗って来る≪人の子≫のような者」のうちに収斂
する． 






 次いで第 2 部にあっては，先に『ダニエル書』全体を概観した際に触れたように， 
 あ）四つの獣の幻（7,1；バビロン王国ベルシャツァル王の治世元年：前 547 年？） 
 い）雄羊の幻（8,1；同第 3 年：前 545 年？） 
 う）70 週の幻（9,1；ダレイオス王の治世元年：前 539 年？） 


























 「人の子」という表現は，『ヨハネ福音書』では 13 回現れる（1,51 3,13 6,62 3,14 
12,34 8,28 5,27 6,27 6,53 9,35 12,23 12,34 13,31）．一方同福音書には，「裁
き」という語彙に関連する表現も頻出する（12,31 9,39 cfr.14,30 16,11 12,47 3,17 
5,22．27．30 8,15．16）． 
 まず注目したいのは次の一節である（ﾖﾊﾈ 12,31－32）． 
 νῦν κρίσις ἐστὶν τοῦ κόσμου τούτου, νῦν ὁ ἄρχων τοῦ κόσμου τούτου 































































































裁き手：κριταί 13,5 bis；13,41；9,12． 
裁く：κρίνειν 13,6（受動分詞）；13,53；9,12（アオリスト形 κρῖναι）． 










解釈：σύγκρισις 2,4；2,5；2,6 bis；2,7；2,9；2,16；2,24；2,26；2,30；2,36； 
 2,45；4,6；4,7；4,9；4,19；4,24；5,7；5,8；5,12；5,15；5,16；5,17；7,16． 
解釈：σύγκριμα 2,25；4,17；4,18 bis；4,24；5,26． 



























た本稿であるが，『ダニエル書』後半部第 10 章には，次のような一節が認められる． 
 προσέθετο καὶ ᾕψατό μου ὡς ὅρασις ἀνθρώπου και ἐνίσχυσέν με καὶ εἶπέν μοι 






































Ⅷ．『ダニエル書』の「事後予言」（prophetia ex eventu）をめぐって 
 本稿の前半においても，『ダニエル書』の成立した時期は，通説に拠れば紀元前 165
年ごろとされるということを記した．これは『ダニエル書』が，シリアのアンティオ








































































 まずオリエント学の領域では，第 1 章から第 4 章に登場するバビロニア王ネブカド
ネツァル（在位：前 605－562）に対しての，第 1 章冒頭に記載のある「ユダの王ヨヤ
キム」（在位：前 609－597）の関係，およびこの記載の史実性が問題となる．「ヨヤ
キムの治世 3 年目」は前 606 年に当たるが，ネブカドネツァルによる本格的なエルサ
レム破壊が行われたのは前 597 年であり，これはヨヤキムの子ヨヤキン（在位：前 598











て解釈が分かれうる．この件は，第 7 章に記される「4 つの獣」（7,3）が「地上に興
る 4 人の王」（7,17）とされる際に，『ダニエル書』が前 165 年ごろ最終的に編纂さ
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